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「福岡」と初めて出てくる史料
じ し よいかいといしょう

「福岡新町地子米曽済状」

今回紹介するのtよ、明暦 2(1656)年 7月 11

日付「明暦元年分福岡新町地子米皆済状」です。

2022年5月 号

とわかります。完納された前年分の福岡新町の

地子 (地代)米 16石 (2,400 kg)の 領収証で、

史料上で「福岡」と初めて確認できるものです。

福岡は、類億年間 (1652～ 55)に四十万、

稗島、下褒、荒F至敷の各村ん`ら9軒の本百姓が願

い出て町立てされ、当初は「福岡新町」と称して

いました。また、加賀石川郡福岡 (現在の石川県

白山市)の豪族・結城七郎が大蛇の崇りで逃れて

きた地をのちに福岡と名付けたという伝承もあり

ます。

大滝村二郎兵衛は 11代続いた十村・杉野家の

3代目で、この史料を含む市指定文化財「杉野家

古文書」 3,656点 (福岡歴史民俗資料館蔵)は、

近世～近代の地域の実態がうかがえる貴重な古文

書群です。 (仁 ケ竹主幹)

間合先 博物館a20-4572
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文化財再発見コーナー
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▲明暦元年分福岡新町地子米皆済状
【福岡歴史民俗資料館歳】
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